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VI  損害保険用語の解説

あ行                             

一部損 

地震保険における一部損とは、保険の目的

が建物の場合、地震、津波、噴火により損害を

受け、主要構造部（基礎・柱・壁・屋根等）の損

害の額が、その建物の保険価額の 3％以上

20％未満となった場合の損害の程度をいいま

す。 

家財の場合には、損害の額がその家財の保

険価額の 10％以上 30％未満となった場合の

損害の程度をいいます。 

か行                             

価格変動準備金 

保険会社が保有する有価証券などの価格

変動による損失に備えるための準備金をいい

ます。 

家計保険 

家庭の様々な危険に対処するため、個人が

加入する保険で、企業経営の立場から利用さ

れる企業保険と区別するために使われます。

個人の住居や家財に対する火災保険・地震保

険、家庭用の自動車に対する自動車保険など

が家計保険に属します。 

危険準備金 

将来生じうる地震、津波、噴火による保険金

の支払いに備えて、当社が積み立てる準備金

をいいます。 

さ行                             

再調達価額 

現在お住まいの建物または家財を、新たに

新築、または購入するのに必要な金額をいいま

す。 

再保険 

保険会社が元受保険契約にもとづく保険

金支払責任のすべて、または一部分を別の保

険会社に転嫁することをいいます。これは、保

険経営に不可欠な大数の法則が働くためには

同質の危険を数多く集める必要があり、危険

の平均化を十分に行わなければならないため

です。 

再々保険 

再保険を引き受けた保険会社が、危険分散

などのために引き受けた責任の一部または全

部を、更に他の保険会社に転嫁することをいい

ます。 

再保険料 

保険会社が自ら引き受けた契約を、他の保

険会社に再保険するときに支払う保険料のこ

とをいいます。 

再保険金 

再保険を引き受けた保険会社（受再会社）

が再保険を出した保険会社（出再会社）に支

払う保険金のことをいいます。また、出再者が

受再者から再保険金を受け取ることを「再保

険金の回収」といいます。 

再保険専門会社 

元受保険事業は行わず、もっぱら保険会社

を相手とする再保険事業を行う会社のことを

いいます。 

再保険手数料 

受再保険会社が出再保険会社へ、再保険

引受に対して再保険料の一定率を支払う手

数料のことです。 

時価額 

新築価額から、使用年数に相当する減価額

を控除した価額をいいます。 

事業費 

保険事業を遂行するための費用で、損害保

険会計では、損害調査費、営業費及び一般管 
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理費、諸手数料および集金費を総称していま

す。 

支払備金 

保険契約上の支払義務が生じている保険

事故で、未だ保険金を支払っていないものに

ついて、将来の保険金支払いのために積み立

てる準備金をいいます。 

出再会社 

自ら引き受けた保険責任のうち、危険分散

などのためにその一部または全部を再保険と

して転嫁する会社のことをいいます。 

正味収入保険料 

元受保険料に再保険料を加減(受再保険料

を加え、出再保険料を控除する)し、さらに、積

立保険料と諸返戻金を控除した保険料のこと

です。 

責任準備金 

将来生じうる保険契約上の債務に対して保

険会社が積み立てる準備金をいいます。 

全損 

地震保険における全損とは、保険の目的が

建物の場合には、地震、津波、噴火により損害

を受け、主要構造部（基礎・柱・壁・屋根等）の

損害の額が、その建物の保険価額の 50％以

上となった場合、または焼失もしくは流失した

部分の床面積が、その建物の延床面積の

70％以上となった場合の損害の程度をいいま

す。 

家財の場合には、損害の額がその家財の保

険価額の 80％以上となった場合の損害の程

度をいいます。 

総支払限度額 

「地震保険に関する法律」にもとづき、1 回

の地震、津波、噴火によって政府および保険

会社が支払う保険金の総支払限度額が定め

られています。総支払限度額は現時点におい

て有効な地震保険契約の予想最大損害額に

もとづいて決められており、関東大震災程度の

ものが再来した場合に想定しうる保険金支払

いを賄えることを目途に決定されています。 

なお、仮に支払保険金の総額がこの総支払

限度額を超過するようなことがあれば、支払

保険金総額に対する総支払限度額の割合に

よって、各契約ごとの保険金を削減することが

できることになっています。 

損害てん補 

保険事故によって生じた損害に対し保険会

社が保険金を支払うことをいいます。 

損害率 

一定期間における収入保険料に対する支

払った保険金の割合をいいます。通常は正味

保険金に損害調査費を加えた額を正味収入

保険料で除した割合をいいます。 

た行                             

大数の法則 

サイコロを振って 1 の目が出る確率は振る

回数が多くなるほど 6分の 1 に近づきます。こ

のような個々の確率は必ずしも一定でないと

しても、大量の事例を観察すると確率が一定

の値に近づくことを大数の法則といいます。保

険料の算定のもとになる保険事故の確率は、

大数の法則にもとづいて算出されます。 

特約再保険 

出再会社と受再会社との間で、あらかじめ

再保険取引についての包括的な取り決めが締

結され、これにもとづいて対象となる元受保険

契約が自動的かつ包括的に再保険される契

約をいいます。 

超過損害額再保険特約 

1 事故による損害額が一定限度を超過した

場合、その超過損害額を、ある限度を定めて

てん補する再保険の方式です。 
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は行                             

半損 

地震保険における半損とは、保険の目的が

建物の場合には、地震、津波、噴火により損害

を受け、主要構造部（基礎・柱・壁・屋根等）の

損害の額が、その建物の保険価額の 20％以

上 50％未満となった場合、または焼失もしくは

流失した部分の床面積が、その建物の延床面

積の 20％以上 70％未満となった場合の損害

の程度をいいます。 

家財の場合には、損害の額がその家財の保

険価額の 30％以上 80％未満となった場合の

損害の程度をいいます。 

保険価額 

地震保険の場合には、損害が生じた土地

および時における保険の目的の価格をいい

ます。 

保険期間 

 保険会社が保険契約にもとづく責任を負

う期間のことをいい、その期間内に保険事故が

発生した場合に保険会社は責任を負います。 

保険金額 

保険契約に際して、保険会社と保険契約者

との間で定めた契約金額をいいます。この金

額は保険事故が発生した場合に保険会社が

支払う保険金の限度額です。 

保険の目的 

保険を付ける対象のことをいいます。地震保

険では建物・家財がこれにあたります。 

ま行                             

元受保険契約 

保険会社が一般の契約者から引き受ける

保険契約を元受保険契約といいます。 

元受社 

一般の契約者から直接に保険を引き受ける

会社を元受社といいます。 

 

 


